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陸上自衛官採用身体検査実施規則を次のように定める。 

陸上幕僚長  陸将  筒井  竹雄 

陸上自衛官採用身体検査実施規則 

目次 

第１章  総則（第１条―第12条） 

第２章  実施要領 （第13条―第27条） 

第３章  記録及び報告（第28条・第29条） 

附則 

第１章  総則 

（身体検査の目的） 

第１条  陸上自衛官の採用に際して行う身体検査 （以下「身体検査」とい
う。）は、陸上自衛隊の任務を基礎とし、その任務遂行に対する身体上の体
格等位を考察し、適否を判定して、体力・気力ともに優秀な陸上自衛官を獲
得するために行うことを目的とする。 

（身体検査の種類） 

第２条  身体検査は、次の２種とする。 

(1)  選考時身体検査 
(2)  入隊時身体検査 

２  選考時身体検査は、 志願者を選考するときに行う。 
３  入隊時身体検査は、 入隊のため出頭した採用予定者について行う。 



（身体検査項目） 

第３条  身体検査の検査項目は、 別表第１のとおりとする。 

２  自衛官、 自衛官候補生又は学生の選考時身体検査を受検する者については、採 

用試験区分を問わず、３箇月以内に実施した他の選考時身体検査と同じ検査項目に 

限って、これを当該の選考時身体検査の項目に援用することができる。 

（判定基準） 

第４条  身体検査の判定基準は、別表第２のとおりとする。 

第５条  削除 

（判定官） 

第６条  判定官は、医師たる隊員とし、受検者の身体的適否に関し検査を行い判定す 

る責任を有する。 

２  判定官の身体的適否の判定については、これを尊重しなければならない。 

（検査官） 

第７条  検査官は、医師及び歯科医師とし、身体検査の実施に当たる。 

（検者） 

第８条  検者は、検査官及び判定官の命を受けて検査官を補助し、一部項目の検査を 

担当する。 

（Ｘ線技術者） 

第９条  Ｘ線技術者は、Ｘ線撮影及び現像を行う。 

（検査官等の規律及び協力） 

第10条  判定官及び検査官等は、身体検査に当たっては、厳正、かつ、端正な服態 

度で臨み、いやしくも自衛官の品位を損なうような言語動作をしてはならない。 

２  検査官等は、それぞれの業務に繁閑に応じて相互に協力し、検査の整一進捗を 

図らなければならない。 

（身体検査場） 

第11条  身体検査場の選定に当たっては、Ｘ線室、充分な広さ、必要な光線、水、 電 

気、便所、脱衣所、暖房等の設備及び騒音、交通等を考慮して決定しなければなら 

ない。 ただし、身体検査場にＸ線室の設備が得られない場合は、最寄りのＸ線撮影 

施設を利用することができる。 

２   身体検査場内の検査場所の配置については、検査の進行を円滑にできるよう計 

画配置し、検査項目及び順序等は、一連番号を付して表示するものとする。 

第12条  削除 

第２章  実施要領 

第13条  身体検査実施要領は別に定める。 

第14条から第26条  削除 

（総合判定） 

第27条  総合判定は判定官が行うものとする。判定官は、身体検査項目に基 づ 

き、採用身体検査表（別表第３。以下「身体検査表」という。）に記入されて 

いる項目について詳細に検討し、不充分なもの又は疑問の項目等があれば 再 

検査を行い、項目ごとに基準により判定し、最後に総合判定を行って 身体検 

査表の該当事項に記入し、不合格となったときはその理由を記入する。 
２  総合判定基準（別表第２）に該当するものを合格とする。ただし、 条件付 

合格の適用については、自衛官候補生の選考時身体検査のみとし、 条件付合 



格判定を行った場合は、身体検査表にその理由を記入する。 

３  判定官は、受検者のうち、不合格者に対してはその原因となった疾病等が 

不治か又は治癒しても陸上自衛官及び陸上自衛官候補生としての資格を喪失 

している場合は、検査の結果を本人に直接教示するものとし、その他身体の 

形態的測定値及び療養等について必要があると認めるときは、受検者に対し 

て保健上の助言を行うことができる。 

第３章  記録及び報告 

（身体検査表の取扱い） 

第 28 条  身体検査の結果は、身体検査表に記入するものとする。また、必要時、

色覚検査パネルＤ－15 テスト記録表（別表第４）に記入し身体検査表に添付

する。追加検査を実施した記録等についても身体検査表に添付する。 

２   身体検査表の記載には、青若しくは黒のインク又はボールペンを用い、検 

査を担当した検査官等は該当箇所に押印するものとし、記載事項を 削除又は 

訂正するときは、当該文字を横線２本で消し、その上に押印をして、 訂正の 

分についてはその旨記入するものとする。 

３  入隊時身体検査に合格し入隊した者の身体検査表は、陸上自衛隊健康診断

及び体力検査実施規則（陸上自衛隊達第 36―６号）第 16 条に定める身体歴つ

づりにつづり込み保管するものとする。 

（報告） 

第 29 条  選考時身体検査又は入隊時身体検査を実施した部隊等の長は、身体検

査を完了した場合には、別紙第１―１及び第１―２又は別紙第２―１及び２

―２の様式により四半期ごとに取りまとめ、翌期１箇月以内に順序を経て陸

上幕僚長に到着するよう報告しなければならない。（衛定第 12 号） 

附  則 

この達は、 昭和31年４月１日から施行する。 

附  則 （昭和32年５月１日陸上自衛隊達第150―６―１号） 

この達は、昭和32年５月１日から施行し、昭和32年４月１日から適用する。 

附  則 （昭和33年３月29日陸上自衛隊達第150―６―２号） 

この達は、 昭和33年４月１日から施行する。 

附  則 （昭和35年１月22日陸上自衛隊達第150―６―３号） 

この達は、 昭和35年１月22日から施行し、 昭和35年１月14日から適用す
る。 

附  則 （昭和40年２月23日陸上自衛隊達第122―54号） 

この達は、 昭和40年４月１日から施行する。 

附  則（昭和40年５月１日陸上自衛隊達第23―３号抄） 
１   この達は、昭和 40 年６月１日から施行する。   （ただし書略） 

附  則 （昭和41年１月25日陸上自衛隊達第150―６―４号） 

この達は、 昭和41年２月１日から施行する。 

附  則 （昭和44年１月30日陸上自衛隊達第36―６号抄） 

１   この達は、昭和44年４月１日から施行する。 

附  則 （昭和45年６月16日陸上自衛隊達第36―１―１号） 

この達は、 昭和45年６月16日から施行する。   （ただし書略） 

附  則 （昭和48年２月６日陸上自衛隊達第36―１―２号） 



この達は、 昭和48年２月６日から施行し、 昭和48年１月26日から適用する。 

附  則 （昭和50年10月16日陸上自衛隊達第36―１―３号） 

この達は、 昭和50年10月16日から施行する。 

附  則 （昭和51年３月12日陸上自衛隊達第36―１―４号） 

この達は、 昭和51年４月１日から施行する。 

附  則 （昭和53年１月13日陸上自衛隊達第122―108号） 

この達は、 昭和53年１月30日から施行する。 

附  則 （昭和58年４月20日陸上自衛隊達第36―１―５号） 

１   この達は、昭和58年６月１日から施行する。 

２   この達施行の際、現に使用している旧様式の用紙類は、当分の間、内容を 

修正して使用することができる。 

附  則 （昭和59年１月24日陸上自衛隊達第36―１―６号） 

この達は、 昭和59年４月１日から施行する。 

附  則 （平成６年３月25日陸上自衛隊達第36―１―７号） 

１   この達は、平成６年４月１日から施行する。 

２   この達施行の際、現に保有している旧様式の用紙類は、当分の間、内容を 

修正して使用することができる。 

附  則 （平成７年７月７日陸上自衛隊達第36―１―８号） 

この達は、 平成７年７月７日から施行する。 

附  則 （平成11年３月30日陸上自衛隊達第36―１―９号） 

１   この達は、平成11年４月１日から施行する。 

２   この達施行の際、現に保有している旧様式の用紙類は、当分の間、内容を 

修正して使用することができる。 

附  則 （平成12年３月28日陸上自衛隊達第36―１―10号） 

１   この達は、平成12年４月１日から施行する。 

２   この達施行の際、現に保有している旧様式の用紙類は、当分の間、内容を 

修正して使用することができる。 

３   この達施行の日以前に行われた採用試験を受けたものが入隊又は入学する 
場合の身体検査の基準については、 この達による改正後の陸上自衛官採用
身体検査実施規則に関する達の規定にかかわらず、 なお従前の例による。 

附  則 （平成15年３月20日陸上自衛隊達第36―１―11号） 

この達は、 平成15年４月１日から施行する。 

附  則（平成17年３月３日陸上自衛隊達第36―１―12号） 

この達は、 平成17年３月３日から施行する。 
附  則（平成18年２月７日陸上自衛隊達第36―１―13号） 

この達は、 平成18年４月 １ 日から施行する。 

附  則（平成18年８月８日陸上自衛隊達第36―１―14号） 

この達は、 平成18年９月１日から施行する。 

附  則 （平成19年３月30日陸上自衛隊達第36―１―15号） 

この達は、 平成19年４月１日から施行する。 

附  則（平成21年２月３日陸上自衛隊達第122―230号） 

この達は、 平成21年２月３日から施行する。 

附  則（平成22年３月３日陸上自衛隊達第36―１―16号） 



この達は、 平成22年３月３日から施行する。 

附  則 （平成26年３月19日陸上自衛隊達第36―１―17号） 

この達は、 平成26年４月１日から施行する。 

附  則 （平成27年３月27日陸上自衛隊達第36―１―18号） 

１   この達は、平成27年４月１日から施行する。 

２   この達施行の際、 現に保有している旧様式の用紙類は当分の間、 内容を修正 

  して使用することができる。 

附  則 （平成31年３月28日陸上自衛隊達第36―１―19号） 

１   この達は、平成31年４月１日から施行する。 

２   この達施行の際、 現に保有している旧様式の用紙類は当分の間、 内容を修正 

して使用することができる。 

附  則（令和元年６月27日陸上自衛隊達第122―303号） 

１   この達は、令和元年７月１日から施行する。 

２   この達の施行の際、 現に存する本改正前の様式による用紙は、 当分の間、これ 

を修正した上使用することができる。 

附 則（令和３年３月 15 日陸上自衛隊達第 122―315 号） 

１ この達は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この達の施行の際、現に存するこの達による改正の前の様式（以下「旧様 

式」という。）により使用されている書類は、この達による改正後の様式によ

るものとみなす。 

３ この達の施行の際、現に存する旧様式による用紙については、当分の間、
これを修正の上使用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表第１（第３条関係） 

 

身体検査項目 

 

 
備考： １   選考時には、 全ての項目を実施する。 

２   入隊時には、 次について身体検査を実施する。 

(1)  選考時から入隊時までの間にり患や再燃した傷病の有無等の問診 

(2)  妊娠反応（女性に限る。） 

(3)  条件付き合格である場合は、その項目 

３  選考時合格者について、 歯等の疾患を有する者は、 入隊時までに 

完治させておくよう指示するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 

１ 胸部Ｘ線撮影 

２ 身長 

３ 体重 

４ 聴力 

５ 視力 

６ 色覚 

７ 尿 

８ 皮膚 

９ 関節 

１０ 脊柱その他の骨格 

１１ 聴器 

１２ 視器 

１３ 直腸肛門 

１４ 泌尿生殖器 

１５ 鼻腔、副鼻腔、口腔、咽喉 

１６ 胸部 

１７ 腹部内臓 

１８ 脳神経、精神 

１９ 血圧 

２０ 歯等 



別表第２（第４条関係） 

 

１   身体検査合格基準 

 
備考： １   訓令とは、自衛官等の採用のための身体検査に関する訓令（昭和

２９年防衛庁訓令第１４号）」をいう。 

２   自衛官候補生の選考時身体検査のみ、疾病については、合格に達 

しないが加療等により入隊までの間に合格の基準に達する見込みの 

あるものは、条件付合格にできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 

 

項目 

男性自衛官 

候補生、男 

性自衛官 

女性自衛官 

候補生、女 

性自衛官 

男子学生 女子学生 生徒 

身長 150cm以上 140cm以上 150cm以上 140cm以上 150cm以上 

体重 訓令付表第１による 

視力 両眼の裸眼視力が 0.6以上又は矯正視力が 0.8以上であるもの 

聴 

力 
聴力計 

1,000Hz、4,000Hzにおいて、 それぞれ一側が30dB以下、他側  
が50dB以下で聞きわけるもの 

秒時計 両側とも 1ｍの距離で聞きわけるもの 

色覚 強度の色覚異常でないもの 

疾病 訓令付表第２に掲げる不合格疾患のいずれも有しないもの 

受験者の  
種別 

「医科・歯科幹部」  
「 陸上自衛官（ 看護）」  
「一般幹部候補生及び 
 医科・歯科・薬剤科幹部 
候補生」  
「一般曹候補生」  
「自衛官候補生」  
「自衛隊賃貸学生」  
「予備自衛官補」 

「防衛大学校学生」  
「防衛医科大学校学生」 

「陸上自衛  

隊高等工科  

学校生徒」 



２  総合判定基準 

 

備考 ：   訓令とは、「自衛官等の採用のための身体検査に関する訓令 （昭和２９年 
防衛庁訓令第１４号）」をいう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 基準 

自衛官  
自衛官候補生 
 

 合格 

訓令の合格基準を満たし、自衛官としての隊務 
を支障なく遂行し得る体力を有すると認めるもの。
ただし、総合的にみて隊務を遂行するに当り支障
を来すと認めるときは不合格と判定する。 
 

自衛官候補生  条件付合格 

訓令の合格基準に対し、条件付き合格の項目が 
１つ以上あるか、総合的にみて隊務を遂行する 
に当り支障を来すと認め、加療等により入隊まで
の間に総合判定合格に達する見込みのあるもの。 
 

学生 合格 

訓令の合格基準を満たし、 隊務を支障なく遂行
し得る体力を有すると認めるもの。 
 

生徒 合格 

訓令の合格基準を満たし、 身体強健で持久力  
を要する隊務に耐え得るものと認めるもの。 
 



別表第３（第２７条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寸法： 日本産業規格Ａ４ 

（備考） この用紙は永久に保存されるので折まげたり、 たたんだりしないよう
に大切に取扱わなければならない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表第４（第２８条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
寸法： 日本産業規格Ａ４ 

 

 



別紙第１－１  （第29条関係） 

 

発簡番号 

年     月      日 

  

 

陸上幕僚長  殿 

  

 

 

 

発簡者名 

 

 

 

選考時身体検査報告書 
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1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

淋            菌 8    

梅            毒 9    

その他の性病 10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

消化器系 23    

疾      患 24    

25    

26    

27    

28    

泌 尿 生 殖 器 系 の 疾 患

皮膚及び疎性結合組 織の 疾患

骨 及 び 運 動 器 系 の 疾 患

そ の 他

呼吸器系
疾      患

副   鼻    腔   炎

その他の鼻咽喉疾

そ     の     他

歯              等

そ      の      他

精神病、精神神経症及び人格異

神経及び
感覚器の
疾      患

視常器  の  疾  患

聴  器  の  疾  患

そ      の      他

循環器系
疾      患

心  臓  の  疾  患

痔             核

そ      の      他

身                           長

体                           重

聴                           力

視                           力

色                           覚

感染症

結  核  性  疾  患

性
病

ト   ラ  コ  ー  マ

そ      の       他

項                     目 № 合   格 不合格 計

総       合       判       定


